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★「あさひば」は、秋津まちづくりセンター管轄地域の愛称です。
あ秋津、 さ桜木、 ひ桜木東、 ば若葉

居場所づくり

高齢者サロン、子育て
サークルの運営の協力を
しています。地域活動や、
学校行事などへも協力を
行い、交流を図っていま
す。

民生委員・児童委員は、どんなことをしているの？

どんな人がなれるの？
自治会などの推薦を受け、厚生労働大臣から
委嘱された方が、民生委員・児童委員として
活動します。身分は、特別職の地方公務員
（非常勤）ですが、給与の支給はありません。
活動費（交通費・通信費等）の定額支給があ
りますが、ボランティアで、上記のような活
動に日々取り組んでいらっしゃいます。

関係機関へつなぐ

住民からの相談に応じ、
専門機関につなぎます。
また、必要に応じて福祉
サービスなどの情報を提
供。行政が行う調査等に
も協力しています。

見守り活動

高齢者、障がい者、子育
て世帯の訪問・見守りを
行っています。

民生委員制度の基礎となる「方面委
員制度」を創設した林市蔵は、熊本
市出身です。熊本藩士の家に生まれ
た林市蔵は、苦労を重ねながらも大
阪府知事に就任。その際に支援が必
要な人々を、迅速に関係機関につな
ぐ必要を感じ、「方面委員」の制度
を整備しました。

あさひばだよりは、
市ホームページにも
掲載しています。



秋津校区民生・児童委員協議会
会長 古閑 恵子 さん

桜木校区民生・児童委員協議会
会長 穀本 純二 さん

桜木東校区民生・児童委員協議会
会長 下雅意 清 さん

若葉校区民生・児童委員協議会
会長 枦木 孝一 さん

Q.民生委員になったきっかけは？

自治会長に頼まれました。それに加えて、
地震を経験し、地域のつながりの大切さ
に気付いたからです。
民生委員になって、7年目を迎えます。

Q.今後の目標は？

高齢者の支援ももちろんですが、
地域の宝であるこども達を応援
していきたいです。その一環で、
小学校のサポートに入っています。

Q.民生委員になったきっかけは？

私の両親が民生委員にお世話になって
いる姿を見ていました。そんな中、熊本
地震直後に民生委員になっていただきた
いと依頼があり、断る理由もなく引き受け
ました。民生委員も9年目を迎えます。笑
顔が返ってきたときはやっていて良かった
と思います。

Q.今後の目標は？

 世代間交流を活発にしていき
たいと思っています。

Q.民生委員になったきっかけは？

地震後に前任の会長から打診があり、
民生委員のことを詳しく知らなかった
けれど、地震の時につながりの大切さを
知ったので、即断。就任した当初から、
校区の民児協会長も拝命し、9年目を迎え
ます。

Q.今後の目標は？

和気あいあいと、委員同士相談し合える民
児協にしたい。地域に対しては、
あいさつをとおして心が温かくな
る、いざという時にスクラムが組
める地域にしたいと思います。

Q.民生委員になったきっかけは？

退職後、地域のために何かしたいと考え
ていたところ地震が発生。避難先でつな
がりの大切さに気づき、民生委員の募集
に手を挙げました。就任して、8年目を迎
えます。

Q.今後の目標は？

高齢者支援はもちろんのこと、子育て世帯
の支援に力をいれていきたい。こどもを取
り巻く環境は年々複雑化している
ので、保護者だけでなく、
地域で子育てできるようにして
いきたいです。

4人の方にインタビューさせていただきました。
お話しを伺う中で、「地域が良くなるために何かしたい、
困っている人を支援したい」という熱い想いが、ひしひ
しと伝わってきました。また、定期的な会議を開催する
ことで相談や協力ができる体制ができており、委員一人
で悩まないように配慮されているのだなと感じました。

県内・県外から、熊本地震の際の民生・児
童委員の行動や対応について学ぶため、視
察にいらっしゃいます。秋津校区や若葉校
区では、当時の様子について映像や資料を
活用して、お話しをされていいます。視察
にいらっしゃる地域の方は、まだ災害を経
験されていない「未災地」の方。あさひば
地域での経験を少しでも持ち帰っていただ
き、活動の参考にしていただきたいですね。

熊本地震の経験を未災地へ伝える活動

鹿児島県曽於市視察研修
受け入れの様子
（秋津1町内）
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